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Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
計
画
の
各
種

最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。。

■
問
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合
わ
せ
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本
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Ｌ
Ｃ
推
進
室
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Ｋ
Ｅ
Ｋ
（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速

器
研
究
機
構
）
は

月
２
日
、
Ｉ

10

Ｌ
Ｃ
計
画
の
国
際
分
担
の
在
り
方

な
ど
を
議
論
す
る
国
際
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
に
基
づ
き

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に

関
す
る
提
言
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、

建
設
経
費
・
運
転
経
費
の
国
際
分

担
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
の
在
り

方
な
ど
の
検
討
を
行
う
た
め
、
Ｋ

Ｅ
Ｋ
が
５
月
に
設
置
し
た
も
の
で

す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
議

論
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
Ｋ
Ｅ
Ｋ

に
提
出
し
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
は
、
そ
の
内

容
を
吟
味
し
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
に
関
す
る
提
言
」
と
し

て
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
、
今
後
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
の
場

で
活
用
さ
れ
、
国
際
的
な
経
費
分

担
や
組
織
・
運
営
の
議
論
が
深
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
安
全
性
を
解
説
す
る
道

園
教
授

酸
建
設
経
費
の
分
担

提
言
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
経

費
の
考
え
方
と
し
て
、
①
土
木
建

築
、
②
加
速
器
物
品
、
③
イ
ン
フ

ラ
（
電
気
・
機
械
設
備
な
ど
）
の

大
き
く
三
つ
に
分
類
し
、
①
土
木

建
築
は
「
ホ
ス
ト
国
で
あ
る
日
本

の
責
任
」、
②
加
速
器
物
品
は
「
Ｉ

Ｌ
Ｃ
研
究
所
に
参
加
す
る
メ
ン

バ
ー
国
で
分
担
」、
③
電
気
・
機
械

設
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は
「
ホ
ス

ト
国
の
貢
献
が
大
き
い
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
」
と
し
ま
し
た
。

酸
運
転
経
費
の
分
担

運
転
開
始
後
に
要
す
る
費
用
に

つ
い
て
は
「
国
際
的
に
分
担
す
る

こ
と
を
政
府
間
で
合
意
し
て
お
く

べ
き
」
と
し
ま
し
た
。

酸
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
実
現
す
る
た
め
の

組
織
の
在
り
方

各
国
の
研
究
機
関
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準

備
研
究
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
提

言
。
Ｋ
Ｅ
Ｋ
は
ホ
ス
ト
研
究
所
と

し
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
研
究
所
の
中
核

を
担
う
と
し
ま
し
た
。
準
備
研
究

所
は
政
府
間
合
意
が
成
立
し
た
段

階
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ
研
究
所
に
移
行
し
、

同
研
究
所
は
政
府
間
合
意
に
基
づ

く
国
際
研
究
所
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
加

速
器
の
建
設
、
運
転
に
お
い
て

「
長
期
的
に
責
任
を
負
う
」
と
し

ま
し
た
。
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東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
は
、

月
10

５
日
、
奥
州
市
と
一
関
市
で
住
民

向
け
の
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
前
沢
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
会
場
で
は
、
市
内
外
か
ら
市

民

人
が
参
加
。
放
射
線
や
放
射

25
能
に
重
点
を
置
い
た
解
説
が
さ
れ

ま
し
た
。

Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
道
園
真
一
郎
教
授
は
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
機
器
の
中
で
最
も
放
射

性
物
質
が
生
成
さ
れ
る
「
ビ
ー
ム

ダ
ン
プ
」
に
つ
い
て
解
説
。
Ｉ
Ｌ

Ｃ
を

年
間
休
ま
ず
稼
働
し
た
場

20

合
、
最
大
で
１
０
０
兆
ベ
ク
レ
ル

（
０
・
３
春
）
の
ト
リ
チ
ウ
ム
が

蓄
積
す
る
と
し
、
施
設
内
の
密
閉

さ
れ
た
保
管
容
器
で
管
理
し
、
河

川
な
ど
に
は
排
水
し
な
い
と
説
明

し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
「
専
門
家
か
ら

『
安
全
だ
』『
不
安
だ
』
と
二
つ
の

見
解
が
示
さ
れ
れ
ば
、
不
安
の
方

に
ど
う
し
て
も
気
持
ち
が
傾
い
て

し
ま
う
。
安
全
第
一
で
お
願
い
し

た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
の
質
問
や
そ
の

回
答
は
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る
予

定
で
す
。

19（2019.11）

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。

月

日
か
ら

日
に
か
け
全

10

12

13

国
各
地
で
多
く
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
大
型
の
台
風

号
は
、
当
市

19

に
お
い
て
も
リ
ン
ゴ
落
下
な
ど
の

農
作
物
被
害
、
倒
木
や
道
路
の
破

損
、
停
電
な
ど
大
き
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
７
０
０
人
を

超
え
る
方
が
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
避
難
し
た
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
や
日
程
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が

生
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

月

日
、
フ
ラ
ン
ス
カ
ヌ
ー

10

24

連
盟
の
ズ
ー
ノ
グ
ラ
ナ
会
長
ほ
か

関
係
者
が
、
来
年
の
東
京
五
輪
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
選
定
の
た
め
、

奥
州
い
さ
わ
カ
ヌ
ー
競
技
場
を
視

察
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
リ
オ

五
輪
に
お
い
て
も
複
数
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
て
い
る
強
豪
国
で
す
。

会
長
か
ら
は
、
自
然
を
生
か
し
た

素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
キ
ャ
ン
プ

地
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
に
も
誇
れ
る
カ
ヌ
ー
競
技
場

を
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

月

日
、
お
う
し
ゅ
う
地
産

10

18

地
消
わ
く
わ
く
講
演
会
を
開
催
し
、

胆
沢
南
都
田
出
身
で
オ
イ
シ
ッ
ク

ス
・
ラ
・
大
地
叙
代
表
取
締
役
会

長
の
藤
田
和
芳
さ
ん
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
農
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
有
機
野
菜
の
流

通
の
現
状
の
ほ
か
、
有
機
農
業
推

進
の
た
め
の
自
身
の
活
動
に
つ
い

て
語
ら
れ
、
食
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

月
９
日
、
水
沢
中
の
福
田
奈

10
生
さ
ん
が
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女

子

歳
以
下
日
本
代
表
の
カ
ナ
ダ

14
遠
征
参
加
の
報
告
で
、
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
の
国
際

大
会
で
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し
て

出
場
し
、
今
後
は
来
年
の
ユ
ー
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
と

の
こ
と
で
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
願
い
ま
す
。

輝かせ隊の髙橋です。今

年１月の着任からこれまで

市内のさまざまな場所を訪

れ、たくさんの人たちにお会いすることができまし

た。また食の黄金文化・奥州推進協議会の活動のお手

伝いをする中でとても有意義な経験をさせてもらい

感謝しています。

４月から北姉体の畑を借りて農作業をしています。

所有者の農家さんや区長さんたちから作業の指導を

受けたり、苗や種を頂いたりしながら、これまでにた

くさんの作物を収穫しました。ジャガイモ、インゲ

ン、エダマメ、トウモロコシ、ニンジン、ネギ、ピー

マン、サトイモなど。

先日10月20日には、地域の皆さん約30人とサツ

マイモ掘りをしました。泥だらけになったり、虫が

いたりするのを嫌がるかな？ と心配していました

が、そこは皆さんさすが地元民！ しっかり長靴や

手袋を準備し、大人も子どもも楽しそうに収穫して

くれました。最近は小学校でのサツマイモ掘りがな

いと伺ったので、いい思い出になってくれたらと思

います。

サツマイモ掘りの後は、ご近所のお母さんたちに

芋の子汁やサツマイモご飯を作ってもらいみんなで

食べました。この芋の子汁に使ったサトイモやニン

ジン、ネギも同じ畑で採れたもの、ダイコンやゴボウ

はお隣の畑から頂いたものと、野菜は一切購入しま

せんでした。まさに究極の地産地消です。地域の皆

さんにとっては、さほど珍しいことではないかもし

れませんが、これが実現できる環境のありがたみを、

私にまだ少し残っているヨソ者目線で感じています。

今後も大きなことでなくても地域の良さの種を発

見していきたいと思います。情報発信しているＳＮ

Ｓも、多くの皆さんに見ていただければ嬉しいです。

現在市で活動している地域おこし協力現在市で活動している地域おこし協力隊隊の隊員が交替でお届けします。第９回の隊員が交替でお届けします。第９回はは

食の黄金文化・奥州輝かせ隊の髙橋史江さんです食の黄金文化・奥州輝かせ隊の髙橋史江さんです。。




